
〔論文〕

青年期大学生ＭＭＰIの総合的検討(1)
一追加尺度・諸指標を含めた基礎資料一

札幌学院大学大学院臨床心理学研究科井手正吾

はじめに

１０００名を超える薬学を専攻とする大学生の

ＭＭＰIのデータについて，追加尺度ならびにプロ

フィール指標も含めて全体的な結果を検討したの

で，基礎的な資料として報告する。

ＭＭＰIの日本における基礎的な資料はまだまだ

少ない。特に，追加尺度や指標などについての資

料は殆どみられない。大学生年代の詳しい資料と

しては，伊藤（1997）と塩谷（2001）がある。伊

藤は418名の看護学生と大学生のデータをもとに

まとめているが，基礎尺度のみの検討である。塩

谷は1182名の工科系大学生のデータを下位尺度や

ウイギンス内容尺度などの追加尺度を含めて検討

している。しかし，塩谷は対象者が男性のみであ

る。

臨床的にも大学生あるいは大学生年代の青年期

のクライエントは少なくない。また，青年期心性

は境界例などの心理的障害にも関連深いものとさ

れる。また，ＭＭＰＩは基礎尺度に加えて追加尺

度等の結果を利用することにより，より細かな

パーソナリティ理解を深めることができる。その

ためにも，追加尺度も含めた青年期大学生の

ＭＭＰIの特徴をとらえておくことは意義あること

である。

対象者とＭＭＰl施行について

対象とＭＭＰI施行：

薬学を専攻している学生に対して，心理学関係

の講義中に一つの課題としてＭＭＰIを施行した。

学生は後日その結果を基にレポートを書くことと

なっている。

ＭＭＰIは冊子形式で集団施行だが，時間は本人

のペースに任せるために十分な時間を用意してい

た。施行時間としては，３０分をきる者も少なくな

かったが，大半は１時間弱であった。遅い者でも

１時間半程度であった。

以上の施行状況で，1997年から2003年までに

１１４２名のＭＭＰIのデータが得られた。そのうち

年齢の記載に欠損があった52名のデータが除かれ

た。また，青年期大学生ということで26歳以上の

者１９名のデータも除き，さらに？回答が30を超え

た２名のデータを除き，最終的に１０６９名のデータ

を対象とした｡Ｆ尺度やＫ尺度による対象除外は，

あえて行っていない。これは臨床や教育場面でみ

られるＭＭＰＩとして，そのような結果を示すも

の，特にＦ尺度が極度に上昇したＭＭＰＩプロ

フィールは，少なくないからである。今回は行っ

てないが，そのような結果を示す健常者の検討は

必要であり，意義あるものと考えるからである。

１０６９名の内訳は，男性494名（平均年齢21.2歳，

SD1.37)，女性575名（平均年齢20.9歳，ＳD1.26）

であった。なお，学生は全員，北海道都市部在住

であり，出身は様々であるが大半は北海道である。

ＭＭＰIのデータは，様々な尺度や指標等を算出で

きるＰＣソフトウェアのＭＭＰI統合処理ソフト・

ＭｉＷ（井手・田形，２００１；井手，2009）の簸新

版で処理された。

結果と考察

結果は，男女別ならびに男女総合について，そ

れぞれ平均，標準尺度，最大値，最小値を示す。

尺度についてはＴ得点の結果である。また，基礎

尺度や諸指標も含めて123の結果をＭＭＰIでは比

較的なじみのある記号・略号で提示する（個々の

尺度等についての詳細は文献を参照して欲しい

が，付表１－１から付表１－３に尺度名等一覧も

－１３－
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ResultofSubscalesofCIInicaIScales
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46.4

48.3

50.8

1１．４４

１０．５５

１１．３３

１１．０９

９．４３

９．６２
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６
１
５
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０

４
３
４
３
４
４
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TabIe3-2

ResultofSubscaIesofCIlnicalScales

53.8

52.2

51.6

52.9

54.2

51.8

male(、＝494） female(、＝575） total(ｎ＝１０６９）

ll3

100

106

103

106

112

０
６
１
５
２
０

４
３
４
３
４
４

1２．３４

１１．２２

１２．４０

１２．０２

１１．９０

１１．９７

ＳＤｍａｘｍｌｎｍｅａｎＳＤｍａｘｍｌｎｍｅａｎＳＤｍａｘｍiｎｍｅａｎ

２
７
３
８
５
６

３
２
２
２
２
３

Ｏ
Ｓ

一
－
１
２
３

ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ

53.5

54.3

52.5

55.1

52.4

1１．４４

９．３２

１０．４９

１１．６０

９．２０

９
２
０
４
１

０
８
０
９
７

１

１

52.1

55.0

51.2

52.8

54.3

１
１
２
８
１

４
３
４
３
３

11.65

９．４４

１０．３５

１０．９８

９．４４

４
２
６
６
１

０
８
９
９
７

１ ９
７
１
８
６

３
２
４
３
２

52.7

54.7

51.8

53.9

53.4

1１．５８

９．３９

１０．４３

１１．３３

９．３８

1０９

８２

１００

９６

７１

９
７
１
８
６

３
２
４
３
２

ａ
Ｂ
Ｄ
ａ
ｇ
Ｄ
ｃ

屯
上
勺
上
の
色
ワ
“
ワ
白
ｎ
Ｏ

ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ

〔
。
（
ご
（
⑤
（
ｂ
（
ご
〔
。

８
０
５
４
６
６

●
●
●
●
●
●

４
３
２
３
３
２

５
５
５
５
５
５

１２．７２

１１．１９

１２．６２

１１．２６

１１．８４

１２.１７

1１３

９１

１０６

８７

１０３

１１２

０
７
１
６
２
１

４
３
４
３
４
４

９
５
９
４
７
２

●
●
●
●
。
●

２
１
０
２
４
１

５
５
５
５
５
５

１１．９３

１１．１９

１２．１６

１２．６２

１１．９３

１１.７７

llO

lOO

lOO

lO3

106
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２
５
０
３
６
１

●
●
●
●
■
●

４
７
１
４
６
９

５
４
５
５
４
４

1１．１３

９．９２

９．９７

１０．５２

１０．７１
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９
９
６
７
６
０

７
７
７
７
７
９

４
５
０
４
０
４

０
８
８
８
８
８

１

－１６－

Ｏ
Ｓ

一
－
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２
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４

ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
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48.4
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49.4
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８
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７
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７
７
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４
１
３
６
５
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３
２
３
２
２
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２
１
３
８

■
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●
●
●
●

４
６
０
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６
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５
４
５
５
４
４
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１０．３４

１１．１９

１０．７７

１０．５２

４
５
０
４
０
４

０
８
８
８
８
８

１ ２
９
１
２
５
６

３
１
３
３
２
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９
９
６
７
５
７

７
７
７
７
７
８

４
９
７
３
７
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３
２
２
３
２
３

０
８
８
１
４
９

●
●
■
●
●
●

３
８
７
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９
４

５
４
４
５
４
５

２
９
１
６
５
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３
１
３
２
２
３

１
２
３
４
５
６
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１
●
１
●
１
●
Ｉ
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Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
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48.2

51.5

50.3

55.1

1０．１０

１０．９１

９．７６

１０．８１

９．７１

１１．１５

７
９
３
７
６
０

７
７
７
７
７
９

１０．４０

１１．０３

１０．００

１０．７７

１０．０４

１１.１４
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５
４
７
６
７
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●
●
●
●
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８
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０
８
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４
４
５
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５
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１０．７３

１０．２５
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８
５
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青年期大学生ＭＭＰIの総合的検討(1)（井手）

参考にされたい)。結果については，尺度単独で

はなく基礎尺度で重視されるパターン（相対的な

布置）を重視してみていく。

基礎尺度：

１４の基礎尺度の結果をＴａｂｌｅｌに示す。男女共

通して，妥当性尺度は軽い山型，第６，７尺度が

55前後で比較的高くなっている。第８尺度も高い

方である。第４，９尺度は高くはない。男女で違

いがあるところは，第４尺度が男性では一番低く

なっており，女性で一番低い尺度は第０尺度で

あった。男性で一番高い尺度は第７尺度で，女性

では第６尺度となっている。男性は第１，２，３

尺度がわずかながら逆Ｖのパターンになってい

た。

代表的追加尺度：

比較的古くから使用頻度が高い１５の追加尺度を

代表的追加尺度とし，その結果はＴａｂｌｅ２の通り

であった。これらの尺度は，日本版ＭＭＰＩ（日

本ＭＭＰI研究会，1973）ならびに新日本版ＭＭＰＩ

（ＭＭＰI新日本版研究会，1993）のテキストでも

取りあげられ公刊の採点盤で結果が算出される。

また，Graham（1987)，Greene（1980)，

Friedman,Ｗｅｂｂ＆Ｌｅｗａｋ（1989／1999）等の

ＭＭＰIの代表的なテキストでも取りあげられてい

る。男女ともに，ＭＡＳ，Ｍｔ，Ｃ、が高く，Ｒ，

ＭＡＣがやや低いパターンになっている。しかし，

ES，Ｓｔ，ＤＣは男女差が大きく，いずれも女性が

高くなっている。女性の方が，自信や向上心など

があると好ましい方向になっているが，薬学専攻

の男女の特徴なのだろうか。

下位尺度：

基礎尺度の結果を検討するために多くの下位尺

度が作成されている。比較的よく使われている

Harris＆Lingoes（第２，３，４，６，８，９尺

度)，Serkownek（第５，０尺度)，Wiener＆

Harmoｎ（第２，３，４，６，９尺度の明瞭・隠

蔽尺度)，Little＆Fisher（第３尺度のＤ､，Ａｄ）

を取り上げた。これらについてはGraham（１９７２

／1985)，村上・村上（1992)，Friedmanetal．

（1989／1999）等に詳しい。下位尺度の結果を

Table3-lとTable3-2に示す。

第２（D）尺度では，Ｄ－Ｏが高くＤ－Ｓは低く

なり，Ｄ１，，３，，５が高くなるというパターン

がみられ，Ｄ４は男女差があり男性は高くなって

いる。第３（Hy）尺度では，Hy-O，Ａｄが高く

なり，Hylがやや低く，Hy3，Hy4がやや高くな

るパターンとなっていた。第４（P｡）尺度にお

いては，Pd3が低くPd4a，Ｐｄ４ｂがやや高くなる

パターンとなっていた。第５（Ｍｆ）尺度では，

Mflが高く他はやや低いパターンであるが，Ｍｆ３

は女性でかなり低くなっている。

第６（Pa）尺度は，男女ともにＰｄ－ＳがＰａ－Ｏ

より高くなっていたが，男性はPa2が女性はＰａ３

が高いパターンであった。第８（Sc）尺度は，

SclaとSc2Cがやや高くなるパターンだが，男性

がSc2cを除くと全体的に高くなっている。第９

(Ma)尺度では，Ｍａ－Ｏが高くＭａ－Ｓが低くなり，

Ma2が高くMa3が低くなっていた。第０（Si）尺

度においては，SilとSi6が高くなり，Si3がやや

低いパターンとなっていた。

ウィギンス内容尺度：

ウイギンス内容尺度は，１３の尺度で構成される

論理的手法で作られた代表的なセット尺度であ

り，いままでにあげた殆どのテキストで取りあげ

られている。ウィギンス内容尺度の結果はTable

4の通りである。男女ともに，SOC，DEP，PSY，

HEAがやや高く，REL，ＦＥＭが低くなっている

パターンである。しかし，女性のＦＥＭが4O近い

値で極端に低くなっている。ＨＥＡはやや高いが，

ORGは高くなってないのは注目してもよいのだ

ろう。

TSCクラスター尺度，他セット尺度：

７つの尺度からなるＴＳＣ（Tryan,Stein＆Chu）

クラスター尺度，やはり７つの尺度から構成され

るインディアナ論理尺度，３つの尺度からなるフ

リードマン重複尺度の結果をＴａｂｌｅ５に示す。

TSCクラスター尺度は殆どのテキストでとりあ

げられている。インディアナ論理尺度はLevitt＆

Gotts（1995）が詳しく取りあげている。フリー

ドマン重複尺度は，Friedmanetal．（1989／1999）

が取りあげている。

ＴＳＣクラスター尺度では，Ｉ（tsc）が高く，Ｓ

（tsc）以外がやや高くなっている。男女ともに，

基礎尺度で第６尺度が高くなっているのに猪疑心

－１７－
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１
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２
９
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TabIe4

ResultofWigginsCOntentScaIes

1１．１８

１０．６１

９．８１

１１．６２

１０．７２

１０．９０

１１．１９

male(ｎ＝494） female(ｎ＝575） total(、＝１０６９）

１
７
９
４
４
３
１

３
３
２
３
３
３
３

２
９
０
８
３
１
８

８
９
８
８
８
９
８

54.4

54.9

54.3

ｍｅａｎ Ｓ Ｄ ｍ ａ ｘ ｍ ｉ ｎ ｍ ｅ ａ ｎＳＤｍａｘｍｌｎｍｅａｎＳＤｍａｘｍｍ

－１８－

SOC(wig）

DEP(wig）

FEM(wig）

ＭＯＲ(wig）

REＬ(wig）

AUT(wig）

PSＹ(wig）

ORG(wig）

FAM(wig）

HOS(wig）

PHO(wig）

HYP(wig）

HEA(wig）

１
３
０
５
６
８
６
１
８
５
７
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３
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０
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５
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５
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５
５
４
５
５

１０．５９

１０．８４

８．５８

１０．５６

９．０８

９．４７

１１．４１

１０．７４

１０．９５

１０．２８

１１．０５

９．４８

１０．９４

１
０
２
１
１
５
８
４
９
２
７
７
８

８
９
７
８
８
７
０
９
９
８
８
７
８

１

１
７
１
５
０
５
７
５
０
０
１
０
５

３
３
２
３
３
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３
３
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９
２
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５
４
４
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４
５
５

1１．６５

１１．７１

１０．６３

１０．９０

９．００

９．４９

１１．２６

１０．３９

９．９７

１０．１７

１０．２０

９．７０

１０．５０

２
３
２
８
１
０
７
７
５
４
６
３
０

８
９
７
７
７
８
０
９
９
８
８
８
９

１

２
４
０
１
３
９
６
４
９
２
６
９
５

３
３
１
３
２
２
３
３
３
３
２
２
３

０
５
７
８
６
３
２
３
５
０
５
６
６

●
Ｂ
ｅ
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●
●
●
●
●
●
●
●
●

３
２
３
１
４
９
２
９
１
１
８
０
３

５
５
４
５
４
４
５
４
５
５
４
５
５

１１．１７

１１．３４

１０．２１

１０．７６

９．０８

９．４９

１１．３４

１０．５８

１０．４４

１０．２３

１０．６５

９．６０

１０．７１

２
３
２
１
１
０
８
７
９
４
７
３
０

８
９
７
８
８
８
０
９
９
８
８
８
９

１

１
４
０
１
３
５
６
４
９
０
６
９
５

３
３
１
３
２
２
３
３
３
３
２
２
３

０
３
７
４
１
６
４

８
８
１
８
９
３
１

１

１
１

Table5

ResultofSomeSetScaIes(tscetc.）

９
０
３
６
２
４
３

２
２
４
３
３
４
３

total(、＝1069）female(、＝575）male(、＝494）

５
８
４
７
５
２
６

●
●
●
●
①
●
◆

３
７
１
１
３
１
１

５
４
５
５
５
５
５

１０．５１

１０．０９

１２．０１

１０．２２

１１．４４

１０.６８

１０．９７

1１．５４

１０．６１

１２．８４

Ｓ Ｄ ｍ ａ ｘ ｍ ｉ ｎ ｍ ｅ ａ ｎＳＤｍａｘｍｉｎｍｅａｎＳＤｍａｘｍｍｍｅａｎ

PＯＳ

ＮＯＳ

ＭＯＳ

ｌ(tsc）

Ｂ(tsc）

Ｓ(tsc）

Ｄ(tsc）

Ｒ(tsc）

Ａ(tsc）

Ｔ(tsc）

２
９
０
８
３
１
０

８
９
８
８
８
９
９
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０
３
７
９
１
６
５

８
７
１
７
９
３
８

１

１

10.58

10.50

12.20

10.１３

１２．０４

１１．０５

９．８６

９
５
５

３
３
３

llO

lO2
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5４．１

５２．７
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７
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３
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３
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２
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３
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８
１
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１
１
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１２．０４
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male(、＝494）

青年期大学生ＭＭＰIの総合的検討(１）（井手）
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に関連するＳ（tsc）が上昇していないことは興

味深いところである。インディアナ論理尺度にお

いては，Ｉ－Ｄｅが高く，Ｉ－Ｄｏが低いI-SCがやや

高いというパターンとなっている。Ｉ－ＳＰは男性

が高くなっている。フリードマン重複尺度は，男

女ともにすべて55近い高い値となっていた。代表

的追加尺度の支配性に関するＤＣとインディアナ

論理尺度のI-Deは，女性の結果に違いが見られ

ている。

他の追加尺度（16尺度）：

代表的追加尺度ほど多用はされていないが，テ

キストによって詳しく取り扱われていたり，日本

での資料がみられる16の追加尺度の結果をTable

6に示す。１６の尺度は，Levitt＆Gotts（1995）

が有用な追加尺度としてとりあげているAstvn

（自己主張）尺度やＷＡ（作業態度）尺度等の

７尺度，ならびに村上・村上（1992）などの資料

がある９尺度である。

Levitt＆Gottsのとりあげている７尺度では，

Astvnがやや低く他は50前後のパターンとなって

いた。ＷＡは僅かながら男性は高く，女性は低

くなっているようだ。残りの９尺度は，Ａｓがか

なり低く，Ds-r，ＭＡＤ，Ｔｓ，ＰＫが高く，Ｔｐ

がやや低いパターンとなっていた。臨床的にも重

要な自殺やＰＴＳＤに絡む尺度であるＴｓやＰＫが

高くなっているのは目をひくが，これは青年期的

心性なのか，あるいは基礎尺度のＦ尺度の上昇に

伴うものかは更なる慎重な検討が必要であろう。

諸指標：

ＭＭＰIの１２の諸指標の結果をＴａｂｌｅ７に示す。

これらの指標は田中(1990)が取りあげたもので，

井手（2007）が新日本版の標準データを出してい

る。標準データと比較してゴールドバーグ指標

（GI）がやや低くなり，Ｔ得点の平均（MeanClO，

MeanCO8）が高く，７０をこえる臨床尺度数

（Abv70ClO，Abv70CO8)，ＣＬＳ，Ｆ－Ｋ指標

（disF-K)，ＡＩ，ＩＲ，「当てはまる」反応率(Tper）

がやや高くなっていた。Ｔperに関連して，「当

てはまる」反応数（TotalT）はやや高く，「当て

はまらない」反応数（TotalF）はやや低い数値と

なっていた。

総合的考察と今後の課題

本報告の大学生の結果をＭＭＰＩ（新日本版）

としての大学生の資料である伊藤（1997）や塩谷

（2001）と簡単に比較してみる。３つを比較でき

る基礎尺度では，大きくみれば妥当性尺度は軽い

逆Ｖ型をして，第６，７尺度がやや高いパターン

であり，高校生以前の青年期集団（田中，１９９７；

Pancoast＆Archer,1988）ほどの大きな上昇はな

い。いずれも，Pancoast＆Archer（1992）や

Butcher,Graham,Dahlstrom＆Bowman（1990）

などのアメリカで大学生，青年期に特徴とされる

第４尺度と第９尺度の大きな上昇は見られなかっ

た。そのような点では類似しており，日本の青年

期大学生のひとつのパターンなのかもしれない。

細かくみるとかなり違いはみられる。伊藤の女性

群は,第４尺度,第９尺度がやや高くなっており，

全体的に穏やかなプロフィールである。また第１，

２，３尺度は，塩谷と本報告の男性群では逆Ｖ型

になっているが，伊藤（1997）の男性群は３尺度

が殿も高くなっている。塩谷（2001）のＴ得点の

高低の幅は大きくなっている等の違いはある。

基礎尺度以外では，男性の場合，塩谷（2001）

と本報告の代表的な追加尺度，下位尺度が比較で

きる。高低の範囲の違いはあるが，布置パターン

は殆どの尺度で類似していた（基礎尺度も含めた

これらの布置パターンは青年期心性の不安定さと

健常群である健康さを示すものとも考えることは

できようが，本報告は基礎資料の提供ということ

で，これ以上の心理的解釈は控える)。青年期男

性健常者の特徴といってよいのか，理系男性大学

生の特徴と考えた方がよいのか，これは更なる資

料を加えて検討しなければならないが，興味深い

結果である。また，基礎尺度に限らず，追加尺度

においても相対的な布置パターンでとらえること

がＭＭＰIでは重要であることを改めて認識させ

るものである。

今回，１０６９名の全体的な結果を報告したが，不

適応感が強い大学生と考えられるＦ尺度が極度に

上昇した者や防衛的態度が強いとみることもでき

るＫ尺度上昇者を抽出して結果を検討すること

も，そのような結果を出しやすい臨床症例の理解

のためにも必要であろう。また，今回ＭＭＰIの

－２０－



青年期大学生ＭＭＰIの総合的検討(1)（井手）

主要結果である尺度と指標を検討したが，550の

項目別の是認率，まだ危機項目，などについての

検討も，総合的なＭＭＰIの臨床的活用により役

立つものと思われる。ロールシャッハと並んで臨

床的に総合的なパーソナリティ理解に有用である

にもかかわらず，日本においての使用頻度が未だ

低いままのＭＭＰIの発展のためにも，それらの

ことも今後の課題として取り組みたい。

要約

薬学を専攻する大学生１０６９名（男性496名：女

性575名）のＭＭＰIについて総計123の結果を算

出し，青年期大学生の基礎資料として報告した。

基礎尺度，代表的追加尺度，下位尺度，ウイギン

ス内容尺度，ＴＳＣクラスター尺度他セット尺度，

他の追加尺度，諸指標について，結果を相対的布

置を重視した検討を行った。

基礎尺度ではＬ，Ｆ，Ｋ尺度が逆Ｖ型となり，

第６，７尺度が上昇する：第９尺度の下位尺度で

はＭａ－Ｏが高くＭａ－Ｓが低くなり，Ma2が高く

Ma3が低い：フリードマン重複尺度は３つの尺度

とも上昇：その他の尺度ではＴｓ，ＰＫが高くＴｐ

が低い等のパターンがみられた。また，代表的な

追加尺度ではＥＳ，ＤＣが女性では高いが男性では

低い：ウイギンス内容尺度でＦＥＭが女性が極端

に低い：インディアナ論理尺度ではI-SPは男性

で高くなる等の男女差もみられた。

Ｆ尺度やＫ尺度による群分けでの検討や是認率

の分析などが今後の課題としてあげられた。
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付表１－１

尺度名等一覧(1)

インディアナ論理尺度

尺度記号尺度名尺度記号尺 度 名 尺 度 記 号 尺 度 名

－２２－

基礎尺度 TSCクラスター尺度 頻用特殊尺度

皿
、
醒
虻
虻
即
野

一
一
一
一
一
一
一

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

依存性

支配性

解離症状

強迫性

自己概念

重度現実歪曲

性的問題

正常性

偽装

アレキシサイミア

抑圧一鋭敏化

顕在性不安一防衛

自殺徴候

心的外傷ＰＴＳＤ

知的効率尺度

教育能力尺度

l(tsc）

Ｂ(tsc）

Ｓ(tsc）

Ｄ(tsc）

Ｒ(tsc）

Ａ(tsc）

Ｔ(tsc）

問
偽
度
正

疑
虚
頻
修

社会的内向

身体症状

猪疑心・不信感

抑うつ・無感動

憤慨・攻撃

自閉性・分裂的思考

緊張・心労・恐怖

不安

抑圧

顕在性不安

自我強度

腰痛（機能的）

頭頂前頭葉損傷

依存

支配

社会的責任

偏見

社会的地位

統制

情緒不適応（大学生）

アルコール中毒

敵意の過剰統制

９
．
Ｌ
Ｆ
Ｋ

Ａ

Ｒ

ＭＡＳ

Ｅｓ

Ｌｂ

Ｃａ

Ｄｙ

Ｄｏ

Ｒｅ

Ｐｒ

Ｓｔ

Ｃｎ

Ｍｔ

ＭＡＣ

Ｏ－Ｈ

心気症

抑うつ

ヒステリー

精神病質的偏椅

男性性・女性性

パラノイア

神経衰弱

分裂病

軽そう

社会的内向

フリードマン重複尺度

Ｎ

Ｄｓ－ｒ

Ａｓ

Ｒ－Ｓ

ＭＡＤ

Ｔｓ

ＰＫ

Ｉｅ

ＴＰ

AStvnm

5C

E/Ｃｙ

Ｈｏ

Ｐｅ

Ｓ＋

ＷＡ

自己主張

因習性

冷笑性・皮肉癖

敵意

小児性愛

極度な精疑心

作業態度

ウイギンス内容尺度

その他の特殊尺度

精神病重複

神経症重複

不適応重複

社会的不適応

抑うつ

女性的興味

意気消沈

信仰上の根本主義

権威葛藤

精神病性

器質的症状

家庭問題

顕在性敵意

恐怖症

軽繰病

不健康

SOC(wig）

DEP(wig）

FEM(wig）

ＭＯＲ(wig）

REＬ(wig）

ＡＵＴ(wig）

PSＹ(wig）

ORG(wig）

FAM(wig）

HOS(wig）

PHO(wig）

HYP(wig）

HEA(wig）

ＰＯＳ

ＮＯＳ

ＭＯＳ



劣等・個人的不快

他人への不‘快

真面目・個人的頑固

過敏

不信

身体懸念

社会不安の否認

愛情欲求

疲労・不快

身体愁訴

攻撃抑制

付表１－２

尺度名等一覧（２：下位尺度）

１
２
３
４
５

ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

記号尺度名記号尺度名記号尺度名

Ｏ
Ｓ

Ｐ
一
一
１
２
３

６
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ

2(D）

Ｄ－Ｏ

Ｄ－Ｓ

4(P｡）

Ｐｄ－Ｏ

Ｐｄ－Ｓ

ａ
画
ｂ
ａ
９
Ｄ
ｃ

（
ご
１
勺
１
⑤
色
ワ
】
ワ
］
《
。

Ｒ
）
（
ご
（
ご
（
。
（
ご
（
⑥
（
ｂ

Ｄ（明瞭）

，（隠微）

Pｄ（明瞭）

P。（隠微）

社会的疎外

情緒的疎外

自我統制欠如，認知面

自我統制欠如，能動面

自我統制欠如,抑制困難

奇妙な感覚経験

主観的抑うつ

精神運動性遅延

身体的不調

精神的沈滞

病的熟考

家庭の不和

権威問題

社会的平静

社会的疎外

自己疎外

１
２
３
４
５

，
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

Ｐｄｌ

Ｐｄ２

Ｐｄ３

Ｐｄ４ａ

Ｐｄ４ｂ

Ｏ
Ｓ

Ｍ

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

Ｍａ（明瞭）

Mａ（隠微）

道徳欠如

精神運動促進

平静

自我膨張

Ｏ
Ｓ

Ｈ

Ｈ
Ｈ

Ｍ
ｎ
勉
鱈
側
間
焔

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

Hｙ（明瞭）

Hｙ（隠微）

自己愛・過敏性

典型的女‘性興味

典型的男性興味の否認

異性愛への不快･受動性

内省的・批判的

社会的隠遁

症状の自認

症状の否認

Ａｄ

Ｄｎ

心
一
皿
弛
銅
馳
甑
師

青年期大学生ＭＭＰIの総合的検討(1)（井手）

臨床１ ０尺度Ｔ得点平均ＣＬＳ

狭義臨床８尺度（５，０尺度除く）Ｔ得点平均disF-K

不注意尺度

ＦマイナスＫ指標

ＧＩ

Ｔper

Pａ（明瞭）

Pａ（隠微）

被害観念

神経過敏

無邪気・純朴性

TotalT

TotalF

付表１－３

尺度名等一覧（３：諸指標）

－２３－

指標名指標名 記号記号

｢当てはまる」反応総数

｢当てはまらない」反応総数

Abv70ClO

Abv70CO8

MeanClO

MeanCO8

不安指標

内面化指標

臨床尺度Ｔ得点70以上尺度数

狭義臨床尺度Ｔ得点70以上尺度数

Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ

ゴールドバーグ指標

「当てはまる」反応率


